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寺津捷年:慢性関節リウマチ患者における活性化
リンパ球可溶性膜抗原の意義. 第8回中部リウマ
チ学会総会， 1996， 9，浜松.
36) 酒井伸也，寺津捷年，中島捷久，落合 宏:
抗MIP-2抗体のマウスインフルエンザウィルス感
染に及ぼす影響. 第44回日本ウィルス学会総会，
1996， 10，静岡
37) 小暮敏明，藤永洋，新谷卓弘，伊藤隆，
寺j宰捷年:DIC併発時に，血清中可溶性CD8の増
加が観察されたSLEの一例. 第1回日本臨床リ
ウマチ学会総会， 1996， 1，千里.
38) 久永明人，堤学，倉知正佳，寺津捷年:黄
連阿修湯去鶏子黄の投与でチアプリド(商品名:
グラマリール)中止後に俳佃が消失したアルツハ
イマー型痴呆症の1症例. 第22回日本東洋医学会
北陸支部例会， 1996， 1，金沢.
39) 古谷陽一，川俣博嗣，後藤博三，喜多敏明，
伊藤 隆:甘草潟心湯が奏効したべーチェット病
の1例. 第22回日本東洋医学会北陸支部例会，
1996， 1，金沢.
40) 林克美，田原英一，菊地一夫，引網宏彰，
柴原直利:大黄甘遂湯の使用経験. 第22回日本
東洋医学会北陸支部例会， 1996， 1，金沢.
41) 久保博嗣，谷川聖明，酒井伸也，小暮敏明，
新谷卓弘:桂枝湯が奏効した潰蕩性大腸炎の1例.
第2回日本東洋医学会北陸支部例会， 1996， 1， 
金沢
@その他
1) 寺津捷年:現在医療における漢方薬の新しい応
用と可能性を求めてーその有効成分と作用機序を
中心にー Progressin Medicine 2，巻頭言:
171・172，196. 
2) 寺津捷年:駆痕血剤の臨床(教育講演). 耳
鼻咽喉科臨床 89 : 61・71， 196. 
3) 寺津捷年:21世紀医療と漢方医学の役割. 医
療ルネサンス北陸フォーラム，基調講演， 1996， 
5，富山.
4) 寺津捷年:日々の健康と漢方薬. 医療ルネサ
ンス北陸フォーラム パネルディスカッション
1996， 5，富山.
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5) 寺津捷年:漢方治療 抵抗力をつける. きょ
うの健康 7 : 34・39，196. 
6) 喜多敏明:リウマチと東洋医学. 北陸，東海
地区リウマチのリハビリテーション研修会， 196， 
1，金沢.
7) 小暮敏明:リコンビナント抗原を用いたELIS
A法による抗核抗体検出法の問題点. 第15回富
山リウマチと免疫研究会， 1996， 2，富山.
8) 小暮敏明:惨原病患者における活性化リンパ球
可溶性膜抗原. 第17回富山リウマチと免疫研究
会， 1996， 10，富山.
9) 寺津捷年:常習性頭痛の漢方治療. 日本医師
会生涯教育講座 朝日難治性疾患セミナー， 196， 
3，千葉.
10) 寺津捷年，喜多敏明:八味地黄丸料が有効で
あったアルツハイマー型痴呆の2症例. 北陸地区
神経科・精神科漢方研究会， 1996， 4，金沢
11) 柴原直利:アレルギーと漢方 アレルギー疾
患に対する和漢薬治療. 第24回千葉東洋医学シ
ンポジウム， 1996， 12，千葉.
12) 喜多敏明:漢方治療・疾患/証/方剤. 和漢
薬セミナー(大山研修)， 1996， 8，大山町.
13) 新谷卓弘:第一回和漢薬談義. 和漢薬セミナー
(大山研修)， 1996， 8，大山町.
14) 喜多敏明:症候別漢方治療ー頭痛を中心とし
てー.福井東洋医学臨床講座 1996， 2，福井.
15) 新谷卓弘:腰痛・関節痛と漢方. 福井東洋医
学臨床講座， 1996， 9，福井.
16) 新谷卓弘:皮膚疾患と漢方. 福井東洋医学臨
床講座， 1996， 11，福井.
17) 新谷卓弘:漢方薬・こんな使い方もある. 第
40回永春会(漢方研究会)， 1996， 8，富山.
18) 喜多敏明:呼吸器疾患と漢方. 実践漢方診療
講座， 1996， 9，富山.
19) 谷川聖明:臨床漢方における柴胡剤. 新潟県
医師会生涯教育講座 上越学術講演会， 196， 10， 
上越.
20) 高橋宏三:慢性関節リウマチと和漢薬. 平成
7年度富山県リカレント教育学習コース(和漢薬
を暮らしに生かす)， 1996， 1，富山.
21) 伊藤隆:漢方治療一証と方剤一. 平成8年度
富山県リカレント教育学習コース(和漢薬に未来
はあるか)， 1996， 6，富山.
22) 新谷卓弘:水毒について. 平成8年度富山県
リカレント教育学習コース(和漢薬に未来はある
か)， 1996， 6，富山.
23) 嶋田 豊:高齢者医療における東洋医学の役
割老人医療と漢方 (学会シンポジウム). 日
本東洋医学雑誌 46 : 645・667，196. 
24) 寺津捷年:巻頭言・細野史郎先生の7回忌特集
をよんで. 漢方の臨床 43 : 185， 196. 
25) 寺津捷年:陳立夫中医薬学術奨を受賞して.
漢方の臨床 43 : 1580・1583，196. 
26) 藤永 洋，寺津捷年:かぜと漢方. 今月の治
療 4: 46-48， 196. 
27) 寺津捷年，伊藤栄一，真田順子:座談会・脳
血管障害と精神症状. 今月の治療 4 : 189・212，
196. 
28) 小暮敏明，寺津捷年:下痢・便秘の漢方治療.
今月の治療 4 : 367・372，196. 
29) 井口 潔，折茂肇，白男川史朗，寺津捷年:
座談会・21世紀の医療を考える. 漢方医学 20: 
1-7. 196. 
30) 糸氏英吉，清水哲也，寺津捷年:座談会・現
代医学・医療における漢方医学の役割と展望.漢
方医学 20 : 273・279，196. 
31) 伊藤隆:麻杏甘石湯の煎じ薬が奏効した端
息重責状態の幼児の一例. 活38: 10-12， 196. 
32) 酒井伸也，寺津捷年:柴胡桂枝乾菱湯合半夏
厚朴湯が奏効した気管支暢患の一例. カレント
テラピー 14 : 163・165，196. 
33) 後藤博三，寺津捷年:附子潟心湯が奏効した
糖尿病にともなう頭痛の一例.カレントテラピー
14 : 325-327. 196. 
34) 藤永洋，寺津捷年:荊芥連麹湯加減方が有
効であったアトピー性皮膚炎の一例. カレント
テラピー 14 : 513-515， 196. 
35) 関矢信康，寺津捷年:桂枝人参湯が奏効した
慢性頭痛の一例. カレントテラピー 14 : 697-
698. 196. 
36) 菊地一夫，寺津捷年:巧薬甘草附子湯が有効
であった腰椎脊柱管狭窄症の一例. カレントテ
ラピー 14 : 877・879.196. 
37) 佐藤伸彦，寺津捷年:発熱を繰り返す小児に
柴胡清肝湯が奏効した一例. カレントテラピー
14 : 1097-1098. 196. 
38) 川俣博嗣，寺津捷年:寝たきり老人のADL改
善に黄番建中湯が奏効した症例.カレントテラピー
14 : 1307・1309.196. 
39) 田原英一，寺津捷年:苓甘萎味辛夏仁湯が奏
効したアレルギー性鼻炎の一例.カレントテラピー
14 : 1473-1476. 196. 
40) 谷川聖明，寺津捷年:通導散が有効であった
便秘・腹満の一例. カレントテラピー 14 : 
-146-
1647・1649.1996. 
41) 渡辺実千雄 寺津捷年:苓甘萎味辛夏仁湯，
人参養栄湯が奏効した感染性肺嚢胞の一例. カ
レントテラピー 14 : 1847-1850， 1996. 
42) 鎌田晃彰，寺津捷年:大建中湯が奏効した慢
性腹痛の一例. カレントテラピー 14 : 2045-
2047. 1996. 
43) 新谷卓弘，寺津捷年:頭痛・幅気・不眠を合
併した月経困難症に呉莱英湯が奏効した一例.カ
レントテラピー 14 : 2257・2259，1996. 
44) 寺津捷年:人間の回復力と漢方.NHK教育テ
レビ「金曜フォーラムJ， 1996， 3， 29. 
45) 寺津捷年:薬のアラカルト 漢方薬
球の教育. 夕刊読売新聞， 1996， 1， 8. 
46) 寺津捷年，佐藤弘:特集・老年者における
漢方治療のポイント. Medical Tribune， 1996， 
7. 18. 
47) 伊藤隆:コラム・私と漢方.
療 5: 419-421， 196. 
48) 八瀬善郎，丹沢章八，藤岡長宏，寺津捷年，
田代邦雄，丸山征郎，阿部博子，山岡惇一郎:ス
モン患者の漢方治療ー投与薬剤の変移についてー.
厚生省特定疾患スモン調査研究班平成8年度研究
報告書:186・189，1996. 
49) 伊藤隆:薬を生かす・薬を生む・痕血・際
血病態と最近の研究について.P&M 1: 26・29，
196. 
50) 寺津捷年:漢方の臨床実践から学んだこと.
ファルマシア 8 : 917-920， 1996. 
人間科学・基礎看護学
基礎看護学研究室
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@原著
1) 田中三千雄，高間静子:末期がん患者の付き添
い家族への看護ケアに関する研究一看護婦の自己
評価を基にした検討富山医科薬科大学看護学
科紀要 3号:85-91，196.
2) 田中三千雄，高間静子:末期がん患者の付き添
い家族におけるDistressと同家族が要求する看護
ケアとの関連性についての検討.富山医科薬科大
学看護学科紀要 3号:93・103，196.
3) 田中三千雄，高間静子:末期がん患者の付き添
い家族に対する看護ケアにおける看護婦の取り組
み姿勢(看護度)と同家族の満足度との関連性につ
いての検討.富山医科薬科大学看護学科紀要
3号:105-110，196. 
4) 高間静子，川西千恵美，塚原節子，福田正治，
上野栄一:看護婦の専門的自律に関する研究その
1-就業姿勢の専門的自律度への影響富山医
科薬科大学医学会誌第9巻:5・60，196.
5) 高間静子，塚原節子，上野栄一，福田正治，田
中三千雄:看護婦の価値観の職務満足度への影響.
富山医科薬科大学看護学科紀要 3号:21・28，1996.
6) 湯川倫代，高間静子，塚原節子，福田正治，田
中三千雄看護婦の就労姿勢の勤労意欲への影響.
富山医科薬科大学看護学科紀要 3号:1・8，1996. 
7) Hamahata A.，Takata Y.，Gomi T.， and Fujioka 
M. : Probing the S-adenosylmethionine-binding 
site of rat guanidinoacetate methyl-
transferase:Effect of site-directed mutagen-
esis of residents that are conserved across 
mammalian non-nucleic acid methyltransfer-
ases .Biochem.J. .317: 141・145.1996 
8) 演畑章子，福村幸代:慢性疾患で入院した高齢
者の自己概念の維持.看護技術 42(15) : 102・107，
196. 
9) 川西千恵美，高間静子，塚原節子:看護婦の専門
的自律に関する研究 その3-依存性・開き直り
度・独立意識の専門的自律度への影響一.富山医科
薬科大学医学会誌第9巻:6・69，1996. 
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